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令和７年度自己点検・自己評価、及び学校関係者評価報告書 

Ⅰ．本校の教育目標 

１．今まで同様、学修成果を目に見える形にし、学修者本位の教育を実践することで、看護師国家試験

合格率及び入学定員充足率100％を目指す。 

２．広報戦略として組織的にパンフレットやホームページの再構成に取組み、学科の魅力ある教育活動

の発信に努める。 

３．退学者ゼロ及び県内就職率60％以上を目指す。  

 

 

Ⅱ．教育目標を実現するための行動指針と点検結果  

１．看護師国家試験は協力体制を整え全学年で対策を講じ合格率 100％を維持する。 
１）学生が段階的、主体的に単位が習得できるよう各学年運営の指導計画を立案し実践する。 

２）教員各自が国家試験の出題傾向を踏まえた講義、実習指導を実践する。 

３）国家試験対策や臨地実習において学生が思考し評価修正していく力を引き出し、知識の定着を

図る。 

４）教員間で情報共有を行い、学生の学力やモチベーションを見極め、時宜を得た対策を講じる。 

５）定期的に臨地実習での問題点を共有し、教員の実習指導における指導力を強化する。 

 ６）教員の役割分担を明確にし、3年生国家試験対策担当の教員が、対策に集中できる環境を整える。 

 

【点検結果】 

 各学年の年度計画に基づいた運営を行っており、３年生は国家試験対策、模擬試験な 

ど計画的かつ学生状況を考えながら実施したが、国家試験不合格者が１名であり目標達成が出来

なかった。 

 

 

 

 

２．本校の魅力や強みを発信し入学定員充足率100％を目指す。 

１）事務室と連携し、学校紹介に繋がる行事やイベントへの積極的な参加、パンフレット・ホーム

ページでの卒業生による紹介など高校生や保護者、実習施設に本校の特色や魅力をＰＲする。

オープンキャンパスに参加できない学生についての個別説明を実施する。 

２）オープンキャンパスの方法を検討し、本校に興味を持てるようなオープンキャンパスを実施す

る。 

３）地域の中で求められる卒業生を送り出すことで本校の社会的評価や信頼度を高め、入学希望者

の増加に繋げていく。 

 

【点検結果】 

予定通り学校見学会を三回実施することができた。オープンキャンパスの内容を見直し、学生作成

の学校紹介の動画を使用し学校生活のイメージがしやすいように工夫した。 

看護協会でのイベントや高校説明会への参加等、事務室と連携し積極的にPR を行ったが、定員充

足率は52.5％で目標達成に至らなかった。 

 

３．学生の就学困難な兆候を見逃さず対応し成績不振による退学者ゼロを目指す。 
１）教員間で必要な情報を共有することで、学生状況を把握し学生の心身の変化を見逃さず、受講
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状況、学習内容の理解状況に応じて個別の指導を行う。必要時、保護者を交えて面談し対策を

講じる。 

２）看護に魅力を感じることができるよう、また看護師の資格取得に意欲が高まるように講義や実

習を通し関わる。 

３）入学後の学修の不安や成績不振を改善するため、入学前教育を継続し入学後の指導に活かす。 

４）感染状況を考慮し学習会やオリエンテーション等の学年を越え学生同士が交流できる機会を設

け、学生生活のモチベーションの向上に繋げる。 

 

【点検結果】 

担当学年を超えて教員間で必要な情報交換を行い、学年担任、チューター及び実習指導教員が細か

く対応した。メンタル面、アルバイトを含む生活面など学生に適宜声を掛け、家庭での協力も得られ

るように保護者への連絡、面談を実施した。退学者は１１名であり、昨年度より２名増加している。

進路変更に伴う就職、メンタルの問題による登校困難、結婚出産などの生活環境に起因する理由で退

学となったケースが多く、成績不振によるものは１名だった。 

 

 

４．県内就職率 60％を目指す。 

１）県内に就職した卒業生の状況や病院からの資料は優先的に掲示、伝達する。 
２）県内に就職した卒業生が来校した際は、在校生に病院や看護の魅力を伝える機会を設ける。 
３）臨地実習の機会を活用し、看護部長・病棟師長・指導者などから看護の魅力や就職に繋がる病院

情報を得る機会を積極的に設ける。 
４）宮崎県看護師等修学資金、県内の病院奨学金制度などの活用について学生状況を見極めつつ勧め

ていく。 
 

【点検結果】 

 県内の病院、施設の就職情報を優先的に掲示した。卒業生の来校時には、在学生に就職状況や

看護の魅力などについて話してもらう機会を設けた。実習時には、各病院の魅力を伝える内容の

オリエンテーションも看護部より実施していただいた。それらの効果もあって、県内就職率は

60％を達成した。関連大学への編入学は２名、その他の学校への進学は２名だった。 

 

 

 

 

【学校関係者委員会の意見・総評等】 
国家試験合格率が高い。県内就職率も高い。 
きめ細かな指導ができている。 
看護師養成校への入学者増に病院との連携も必要。 
定員充足、退学者ゼロの未達成目標への継続的な取り組みに期待する。 
一人ひとりの学生に寄り添っている。 
学生の減少はあるものの、今後も多くの看護師を輩出してほしい 
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Ⅲ．評価（評価項目の達成状況、及び今後の取り組みについて） 

＊評価点数 適切「４」、 ほぼ適切「３」、 やや不適切「２」、 不適切「１」 

 
(1)教育理念・目標 

 評 価 項 目 自己点検 関係者評価 

1 学校の理念・目標・育成人材像は定められているか ４ 

4 

2 学校における職業教育その他の教育指導等の特色は定められているか ４ 

3 社会のニーズ等を踏まえた学校の将来構想が示されているか ４ 

4 学校の理念・目標・育成人材像・特色将来構想などが学生・保護者等に周 

知されているか 
4 

5 学科の教育目標、育成人材像は、業界のニーズに沿って方向付けられているか ４ 

【特記事項】 
建学の理念、教育目標、３つのポリシー「アドミッションポリシー（求める学生像）、カリキュラムポリシ

ー（教育課程編成の考え方）、ディプロマポリシー（卒業認定の方針）」を定めており、それらはホームページ

（情報公開―教育課程の編成と実施方法―）で公開している。 
 

【学校関係者委員会の意見・総評等】  
  適正である。教育理念・目標が目格に示されている。 

 

 
(2)学校運営 

 評 価 項 目 自己点検 関係者評価 

1 目的等に沿った運営方針が策定されているか ４ 

4 

2 運営方針に沿った事業計画が策定されているか ４ 

3 運営組織や意思決定機能は規則等において明確化されているか。有効に機能

しているか 

４ 

4 人事、給与に関する規定等は整備されているか ４ 

5 教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか ４ 

6 業界や地域社会等に関するコンプライアンス体制が整備されているか ４ 

7 教育活動等に関する情報公開が適切になされているか ４ 

8 情報システム等による業務の効率化が図られているか ４ 

【特記事項】 

年度毎の事業計画（学科部門・事務部門）を策定し、理事会に前年度の結果報告と、当該年度の目標を発表

している。 

各種規程は適切に運用しており、学内イントラネットシステムを利用して全教職員が条文を閲覧することが

可能となっている。 

教職員会議を毎月一回開催しており、合議制による学校の意思決定を担保している。 

 

【学校関係者委員会の意見・総評等】 
規定に基づき適正に運営されている。 
Q）業務の効率化とは具体的にどのようなことか。 
A）学園内イントラネット、会計システム、教務システムなど導入している。 
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(3)教育活動 
 評 価 項 目 自己点検 関係者評価 

1 教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方法等が策定されているか ４ 

 
4 

2 教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応した

教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
４ 

3 学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ４ 
4 キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の

工夫・開発などが実践されているか 
４ 

5 関連分野の企業・関係施設等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等

が行われているか 
４ 

6 関連分野における実践的な職業教育(産学連携によるインターンシップ、実

技・実習)が体系的に位置づけられているか 
４ 

7 授業評価の実施・評価体制はあるか ４ 
8 職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか ４ 
9 成績評価・単位評価、進級・卒業判定の基準は明確になっているか ４ 
10 資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあ

るか 
４ 

11 人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保

しているか 
４ 

12 関連分野における業界等との連携において優れた教員(本務・兼務含む)を確保

しているか 
４ 

13 関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導

力育成など資質向上のための取組が行われているか 
４ 

14 職員の能力開発のための研修等が行われているか ４ 
【特記事項】 

本校は、「教育基本法及び学校教育法並びに保健師助産師看護師法の本旨に則り、高度の専門知識と技能及

び幅広い教養を兼備した優秀な看護師の養成し、地域の保健、医療の発展・向上に寄与する」ことを目的とし

ている。（学則第１条） 

教育課程の編成においては、看護師等養成所の運営に関する指導ガイドラインに準拠してカリキュラムを組

んでいる。 

また、本校履修規程、及び履修細則により、単位認定基準を定め、適正かつ厳正に学修評価を行っている。 

その上で、学科会議、教職員会議において進級判定を行い、卒業については卒業判定会議を経て認めてい

る。 

教員資格は要件を満たした教員を確保し、教育体制を整えている。 

個人研究費を有効活用し研修等への参加を奨励している。 

 

 【学校関係者委員会の意見・総評等】  
適正である。 
毎年授業評価を行い、教員の教育力向上に活用している。学生による授業評価が定期的に行わ

れ、フィードバックもされている。 
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(4)学修成果 
 評 価 項 目 自己点検 関係者評価 

1 就職率の向上が図られているか ４ 

 

3.7 

2 資格取得率の向上が図られているか ４ 

3 退学率の減少が図られているか ３ 

4 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか ４ 

5 卒業生のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されて

いるか 
４ 

【特記事項】 
就職率は100％を達成した。その内、宮崎県内就職率はちょうど60%となり、目標達成した。 

国家試験に関しては、44名合格、1名不合格だった。（合格率97.8％） 

退学者は11人・8%、昨年度（9人・5%）より僅かに増えた。進路を変更するための退学が目立っており、多

様化する学生への個別対応が重要と考える。 

在校生は、実習を通じて卒業生の社会的な活躍を知る機会を得ており、将来への具体的な展望を描いてい

る。 

学生の進学・就職に関する情報を「就職ガイダンス」を通して提供している。 

学生一人ひとりにあったキャリア形成は、チューターが卒業まで支援している。 

 

（学校関係者委員会の意見・総評など）  
  学生募集に努力しているが、結果が伴わない。大学志向が高まっている。学校だけでは限界があ

り、病院などとも連携していきたい。 
募集努力はうかがえる。更なる戦略の推進に期待する。 
看護学生の減少は構造的な課題でもあるので、病院や地域とも連携を進めたい。 
大学との違いを強みにしていきたい。 

 
 
(5)学生支援 

 評 価 項 目 自己点検 関係者評価 

1 進路・就職に関する支援体制は整備されているか ４ 

4 

 

2 学生相談に関する体制は整備されているか ４ 

3 学生に対する経済的な支援体制は整備されているか ３ 

4 学生の健康管理を担う組織体制はあるか ４ 

5 課外活動に対する支援体制は整備されているか ４ 

6 学生の生活環境への支援は行われているか ４ 

7 保護者と適切に連携しているか ４ 

8 卒業生への支援体制はあるか ４ 

9 社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ４ 

10 高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行わ

れているか 
４ 

【特記事項】 
就職支援体制や相談に関する支援体制は十分に機能している。必要に応じて保護者面談を実施しており、連

携できている。高校の「総合的な学習の時間」等に連携協力し、キャリア教育・職業教育の取組に寄与してい

る。 
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【学校関係者委員会の意見・総評等】  
  適正に運営されている。 

奨学金制度の活用、学生への通知など適正に行われいるので、経済的支援を行っていると評価でき

る。 
 

 
(6)教育環境 

 評 価 項 目 自己点検 関係者評価 

1 施設・設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか ４ 

4 

 

2 学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制

を整備しているか 
４ 

3 防災に対する体制は整備されているか ４ 

【特記事項】 
施設設備の整備は、年次計画を立てた上で実行している。 

実習施設とは良好な関係を築いている。実習病院側の実習指導者講習会の受講状況は向上しており、実習生

には貴重な経験になっている。 

法令に基づく防火・防災の機器備品の検査点検を専門業者の仲介により行っている。学生参加の避難訓練は

2025 年 9月 8日に実した（2026 年度は 8/28 予定） 

 

【学校関係者委員会の意見・総評等】  
学生の安否確認のツールがある。学生ボランティアに助かっている。 

 
 
 
(7)学生の受入れ募集 

 評 価 項 目 自己点検 関係者評価 

1 学生募集活動は適正に行われているか ３ 

3.7 2 学生募集活動において教育成果は正確に伝えられているか ４ 

3 学納金は妥当なものとなっているか ４ 

【特記事項】 
学生募集活動に積極的に取り組んだものの、2026 年度の入学者数は定員(40)に満たない 21 人だった。国家

試験の合格率が高いことは高く評価されているが、18 歳人口減少と看護大学志向の影響を被っている。 

学納金については、近隣の医療看護系専門学校と比較しても妥当な額である。 
 

【学校関係者委員会の意見・総評等】  
  学生募集に努力しているが、結果が伴わない。大学志向が高まっている。学校だけでは限界があ

り、病院などとも連携していきたい。 
募集努力はうかがえる。更なる戦略の推進に期待する。 
看護学生の減少は構造的な課題でもあるので、病院や地域とも連携を進めたい。 
大学との違いを強みにしていきたい。 
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(8)財務 
 評 価 項 目 自己点検 関係者評価 

1 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４  

4 

 

 

2 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４ 

3 財務について会計監査が適正に行われているか ４ 

4 財務情報公開の体制整備は適正に行われているか ４ 

【特記事項】 
財務における諸手続きは適正になされており、予算・収支計画については事業計画に対して適切に執行して

いる。財務情報は本校のホームページに公開している。 

【学校関係者委員会の意見・総評等】  
  適正な運用が行われ、ホームページでも開示されている。 

 
(９)法令等の遵守 

 評 価 項 目 自己点検 関係者評価 

1 法令、専修学校設置基準の遵守と適正な運営がなされているか ４ 

4 

 

2 個人情報に関しその保護のための対策がとられているか ４ 

3 自己点検・評価の実施と問題点の改善を行っているか ４ 

4 自己点検・評価を公開しているか ４ 

【特記事項】 
関係法令や設置基準を遵守し適正な運営をおこなっている。 

個人情報保護規程（順正学園）により、個人情報の取得、利用、保管、取り扱いについて定めている。 

毎年度、事業計画を立て、実行経緯と結果について自己点検・評価を行っている。また、自己点検の内容を

学校関係者評価委員会が評価する制度を設けている。 

自己点検報告書として、ホームページで公開している。 

【学校関係者委員会の意見・総評等】  
  適正な運用が出来ている。 
 

 
(10)社会貢献・地域貢献 

 評 価 項 目 自己点検 関係者評価 

1 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか ４ 

4 
2 学生のボランティア活動を奨励しているか ４ 

3 地域に関する公開講座・教育訓練(公共職業訓練等を含む)の受託等を積極的

に実施しているか 
４ 

【特記事項】 

在宅看護研修会（食事サポーター講座 2025年 11/9）に本校を利用していただいた。高校や専修学校

各種学校連合会等から看護分野の出前授業等の依頼にも応じる。 
国スポ・障スポ宮崎大会（2027 年 10/23～10/25）のサポーター養成校（所轄は県）に登録し、学生た

ちが障がいのある選手にサポートが行えるように担当教員を定めて準備をしている。 
 

【学校関係者委員会の意見・総評等】  
地域貢献に積極的である。研修会に施設を提供する。国スポ・障スポのサポーター校登録してい

る。など、社会貢献、地域貢献をしている。 

 


